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福岡県立北九州視覚特別支援学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針   県北オンリーワンの視覚特別支援学校として、確かな専門性と総合的な教育力を有し、教職員一丸となって視覚に障がいのある幼児児童生徒の自立と社会参加の実現を目指す学校づくりに努める。

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
[成果]在籍数が減少する中、一人ひとりの視機
能や実態に即した指導の工夫により、各幼児児
童生徒に最適化された教育の実践を行うことが
できた。また、地域行事や校外臨床実習への積
極的な参加により、幼児児童生徒の能力伸長の
みならず、視覚障がい教育に対する理解啓発に
も大きく寄与した。
[課題]・幼児児童生徒数の減少が深刻な課題で
ある。今後は他校の先進事例を柔軟に取り入
れ、本校の特色や専門性がより正確に伝わるよ
う、広報活動の抜本的な見直しと効果的な情報
発信の検討を行う必要がある。

Ⅰ 確かな学びの保障 １ 基礎・基本の学力と生活力の定着・向上　２ 個別最適な学びと協働的な学びを支える授業改善・指導改善　３ 指導形態・体制を工夫した主体的・対話的で深い学びの実践

Ⅱ 自立と社会参加を目指す指導の充実
１ 核となる体験活動の精選と充実　２ キャリアパスポートの活用の充実　３ 進路講話会や職場体験実習等を通じた進路指導の充実と保護者への積極的な情報提供　４ 系統的な指導計画に基づく保健・給食指導の充実
５ 主体性のある児童会生徒会・若菜会活動及び学校行事実行委員会の実施　６ 外部指導員と連携した部活動・体験活動の充実　７ 家庭・地域と連携した教育活動の充実　８ 実態に応じた自立活動及び日常生活指導の充実

Ⅲ 専門性の維持・継承 １ ニーズに応じた研修の充実　２ 県内外研修会等への計画的派遣と報告会を通じた学びの共有　３ 授業公開と協議会を通じた授業力向上

Ⅳ センター的機能の充実
１ 個別の教育相談活動、外部支援の充実　２ ニーズに応じた様々な連絡会、研修会、交流会等の実施と関係機関との連携強化　３ 実習先・就労先の開拓を通した理療や障がい者雇用への理解啓発　４ ＯＪＴによる校内での人材育成
５ 認知度アップにつながる積極的な理解啓発・広報活動の推進

Ⅴ 安全・安心な学校づくり

１ 施設設備及び教材備品等の計画的な点検と整備、効果的な予算運用　２ 危機管理マニュアルの随時更新と周知徹底、防災・防犯教育の推進による危機管理体制の再点検・対応能力の向上
３ 疾病等の要管理幼児児童生徒への対応マニュアルの周知と安全管理の徹底　４ 調査結果やSCと連携した問題行動やいじめ等の早期発見、組織的な対応、職員研修の実施　５ 学部・学舎間の連携による共通理解に基づく指導・支援の充実
６ 人権を尊重した教育活動の充実と身近な問題からの人権意識の涵養  ７ 教員育成指標に基づいたＯＪＴによる業務遂行と事績整理（紙とデータ）　８ 情報資産に対する管理体制の強化 ９ 働き方改革の推進と働きがいのある職場環境の整備 10 日常における教育公務員としてのコ
ンプライアンス意識の向上

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

生徒
育成部

学校行事や児童生徒会活動を通して、児童生徒の主体的で充実した学
校生活作りを目指すとともに危機管理や問題の早期発見、早期対応等、
安全で安心な教育環境の整備に努める。

学校行事や児童会・生徒会活動や部活動の活性化に努める。

学務部

幼児児童生徒一人一人の実態に応じた教育課程を編成し、個別の教育
支援計画に基づき教育活動を充実させ、授業改善の推進を図る。

公開授業月間を通して略案による一人１回公開授業を実施し、授業改善に努める。

教材・教具や教育環境の整備の推進に努める。

校務やPTA活動の円滑な実施につながる行事の調整や企画を行い、保
護者（保証人）と連携したPTA活動を推進する。

学校と家庭の連携したPTA活動を推進する。

地域・関係機関等へ、視覚障がいや本校の教育についての理解啓発活動を行う。

保護者向けの研修や、幼児児童生徒、保護者、教職員の親睦を深めるための企画を推進する。また、幼児児童生徒の教育活動を物的側面から支援するように努める。

個別の教育支援計画及び個別の指導計画の活用の工夫や、運用計画の見直しを行う。

学校安全計画に基づき、職員や幼児児童生徒への事故の未然防止と災害時の対応について、指導の徹底を図る。

学校いじめ防止基本方針に基づき、いじめの未然防止及び幼児児童生徒が抱える問題の早期発見・早期対応に努める。

幼児児童生徒の豊かな人間性の育成と主体的な健康管理を促し、心身
の両面から支援するとともに、安全・安心かつ効果的に学べる教育環境
をつくる。

主体的な保健活動を促すため、幼児児童生徒の発達に応じた日常的な保健指導・給食指導を実施する。

幼児児童生徒の心身の健康課題に適切に対応する能力を養うため、SCを活用した健康教育に関する研修を年に２回行う。

工事の進捗状況に応じて危機管理体制を整備するとともに、教育環境の整備・充実に努め、幼児児童生徒が安全・安心に学べる教育環境を作る。

キャリア
教育部

個々のニーズをとらえ、希望する進路を実現する指導・支援の充実を図
る。

進路に関する情報の収集と提供を充実させる。

全11回の学部舎研究を推進し、研究報告会を企画・実施することで、個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を図る。

主体的に将来像を考えるための学習機会を設定する。

理療職における障がい者雇用理解啓発と就労先開拓に努める。

地域の視覚障がい教育のセンターとして相談支援活動の充実を図り、関
係機関とのネットワークの形成に努め連携を強化するとともに、視覚障が
い教育に関する理解・啓発活動を積極的に推進する。

教育相談は、個のニーズに応じて実施する。また、当事者交流会として、乳幼児交流会を年３回、教育相談保護者会・中高校生交流会を年１回実施する。

支援活動や理解啓発活動の情報共有・外部人材育成として、関係機関支援連絡会・視覚障がい教育セミナーを年１回、担当者研修会を年３回実施する。　

校内外へ向けた理解啓発・広報活動は、キャリア教育部だよりによる情報発信を各学期毎に実施する。また、校内福祉機器展を年１回行い、視覚障がい支援の手引きの内容を共有する。

人権・同和
教育推進
委員会

全教育活動を通じて幼児児童生徒の人権感覚を身に付けるとともに、障
がい認識を育み、差別と偏見を排除する意思と実践力を育む。また、職員
の人権感覚をより高め、人権・同和教育における専門的知識を身に付け
るための研究と修養に努める。

全教科・全領域において人権・同和教育の充実を図るために、授業内容の精選や職員間で情報共有を行う。

研修部

視覚障がい教育の専門性を維持・継承できるように、校内研修の充実を
図るとともに県内外研修会や研究会等の情報提供に努める。

全16回の新転任者研修を実施するとともに、外部専門家と連携したスタッフ強化事業を推進し、視覚障がい教育に関する専門性の向上を図る。

寮務部

幼小学部

中学部

高等部 校外臨床実習やSNSを活用して、より効率的な生徒募集活動及び進路開拓を行い、入学者の確保と進路実現の達成に努める。

学校行事を通じて、本校の生徒としての自覚を持たせるとともに、就業体験学習や理療科研修会等を充実させ、理療師としての倫理観を醸成するとともに、情報やコミュニケーションの授業内容を見直し、総合臨床能力を高め、社会に貢献できる理療師の育成に努める。

校外研修や各種研究会への案内および派遣を計画的に実施するとともに、年2回の出張報告会に加え、朝礼等を活用した短時間の報告の機会を設け、組織的な情報共有の充実に努める。

教職員のICT活用能力及び幼児児童生徒が活用するための指導力向上
及びに向けた研修等の充実及び、校務のICT化推進とそのために必要な
ICT環境の整備を図る。

幼児児童生徒のICT活用を指導する能力向上のための情報提供および研修の充実を図る。

教職員のICT活用能力向上のための研修の充実を図る。

校務のICT化を推進するとともに、情報資産に対する管理体制の強化に努める。

学部会などでミニミニ研修会を定期的に行い、視覚障がい教育の専門性の向上に努める。

校外の人権・同和教育研修会に全職員が年間１回以上参加できるように計画するとともに、学習した内容をできる限り校内で還元できる機会を設ける。

就学・修学・進路保障が、本人の能力適正に関係のない事柄で妨げられることのないように、各学部・寄宿舎・分掌・事務室との情報共有や支援体制づくりに努める。

円滑な寄宿舎運営を図るために、学部や保護者との連携や共通理解に
努める。また生活指導を通して生活習慣の確立、社会性・自主性の育
成、心身の健康や安全指導の充実を図るとともに、進路希望を実現する
学習環境を整備する。

年度初めに各学部や保護者、関係諸機関と情報共有し共通理解を基に個別の指導計画を作成する。

学期ごとに舎生と面談を行い、心身の安定を図るとともに、学力向上のための環境整備に努める。また、歓送迎会や、お楽しみ会などの自治会活動を通し主体性や社会性を育む。

年５回の避難訓練と、生徒の実態に応じた緊急時対応訓練を実施し、防災意識の向上を図るとともに、緊急時の動きについて確認する。

核となる体験活動やキャリアパスポートを有効活用した特別活動・行事の充実を図るとともに、家庭と連携を図りながら系統的な指導計画に基づく保健・給食指導の充実や防災・防犯・安全教育の推進に努める。

視覚障がい教育の専門性を高めるための研修やICTを活用した指導力の向上に努め、積極的な情報の発信と学びの共有に取り組む。

学習や生活の中で直面するさまざまな課題を主体的に克服し、進路希望
の実現に向けて必要な学力・生活力・コミュニケーション力等を自ら身に
付けようとする生徒を育成する。

計画的・系統的に行う朝学習やすき間時間の活用、補習を通して、生徒の課題やニーズに応じた学力・生活力・コミュニケーション力の定着を図る。

保護者との情報共有や意思疎通を図るため、開かれた教育活動を推進するとともに、進路実現と社会参加を見据えた進路指導に努める。

学部会において、生徒の情報共有を密に行うとともに学習課題の検討を行い、個別最適な学びのための学習指導に努め、指導内容を充実させる。個々の生徒の教育課題について検討し、個別最適な学びの実現を図ると
ともに、社会に貢献できる施術者を育成する。さらに、生徒指導を充実さ
せ、社会人・施術者としてのルールやマナーの育成に努め、本校生徒とし
ての自覚をもって、行動できる生徒を育てる。

基礎的・基本的な体力・学力・生活力を習得し、人とのかかわりや学びを
楽しみ、集団の一員としての役割を主体的に果たそうとする幼児児童を
育成する。

指導と評価の一体化を図った授業の充実や、個別最適な学びと協働的な学びを支える授業改善に取り組み、学期に1回の公開授業や協議会を通じた授業力の向上を図るとともに、体力向上に向けた日常的な運動や遊び場の確保に努める。

安心安全な教育環境の維持を図るとともに、大規模改築と学校行事との調整と情報共有を図りながら教育活動と工事の進捗を支援する。

相互の書類のチェックを随時行いながら、声掛けや支援を行う。業務の根拠明示と標準化を意識し、属人化を防ぐ。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

事務部

業務の属人化を防ぎ、情報共有を図ることで学校運営の効率化を図る。
児童生徒及び教職員が教育活動や学校生活を安心安全に遅れる環境を
整える。大規模改築工事が続いているため学校行事との調整を密に行
い、学校教育と改築工事の双方が円滑に進むよう支援する。

学校の窓口として情報を適切に集約し、共有・発信し、学校教育の円滑な活動を支援する。


